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部長 金子 明子 

１ 研究主題  「生き生きとした学びを創り出す生活科授業の在り方を求めて」 

 

２ 研究の概要 

（１） 実技研修を通して、生活科における体験的な学習の充実と会員の実践力の向上を図る。 

（２）日々の実践をもとにした情報交換や会員相互の交流により、資質・指導力向上を目指す。 

 

３ 研究の実際 

（１） 研修１【飼育】指導研修 

  〇期日：平成２７年７月２日(木) 

  〇講師：上越教育大学 特任准教授 全国学校飼育動物研究会会員 長沼 智之 様 

  〇会場：柏崎市教育センター 

 

 

 

 

 

 

（２） 研修２【谷根川上流渓流ウォーク】体験研修 

  〇期日：平成２７年８月４日(火)                  

  〇講師：夢の森公園スタッフ中村様、元井様 

  〇会場：谷根川上流 

・“川の歩き方”から“楽しみ方”まで教えてい 

  ただきました。川の水は冷たく、夏の暑さを 

忘れるひと時でした！クルミの痕跡から小動 

物の習性などを教えていただきました。野生 

のカモシカにも遭遇しました。 

（３） 研修３【身近なもので草木染】体験研修 

  〇期日：平成２７年度８月７日(金) 

  〇講師：夢の森公園スタッフ 

  〇会場：夢の森公園 

・輪ゴムで模様をつけたり、スタンプを押したりして自分だけの手ぬぐいを作りました。たま 

ねぎの皮とねむの木の樹液に浸け、ミョウバンや銅の焙煎液で定着させて染めました。 

（４） 研修４【秋遊びと虫取り】研修会 

  〇期日：平成２７年１０月１５日(木) 

  〇講師：柏崎市立教育センター科学所員 近藤亜矢子 様 

  〇会場：夢の森公園・柏崎市立教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

 〇色々な体験をすることができた。実際にやってみると、子どもがどこにつまずきやすいのか気

づくことができた。 

 〇柏崎の共有ネットワークでの情報交流をもう少しスムーズに行えればよかった。やり方をしっ

かり周知して取り組みたい。 

～参加者の声～ 

・飼育環境を整えたり、獣医さんとの連携を図ったりすることが「命の大切さ」を子どもたち

に伝えていく上でとても大切だということがよく分かりました。実際に心臓の音を聴くと大切

な命が小さな体の中で育まれているんだなと感じました。 

 

～参加者の声～ 

・久しぶりに網を使ってトンボを捕まえました。コツがわかると楽しいなと思いました。

学校でも子どもたちとやってみたいと思います。ドングリの工作の前の処理について初め

て知り、参考になりました。実際に作ってみることで、子どもたちがどこでつまずきやす

いか分かりました。何を作ろうか迷ってしまう子の気持ちも分かりました。 


